
地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

小樽市地域女性つながりサポート事業【北海道小樽市】

目的・目標

事業の特徴

新型コロナウイルス感染症の感染拡大は、サービス業などにおける非正規雇
用の女性の収入減や、夫の在宅によるＤＶの増加など、雇用や生活の面で、女
性への影響が特に大きいとの報道があり、本市においても、あらゆる生活の場
面で、女性が抱く悩みや課題が大きくなっていると予想される。本市では、福祉
総合相談室をはじめ、家庭児童相談室、女性相談室など、各担当窓口で様々な
女性への支援を行っているが、多くの相談を受ける中で、悩みや課題を抱えて、
も声に出せない女性へ、どのようにして支援を届けるかという課題が見えてきた。

〇女性相談担当者養成研修会開催事業

女性への支援業務に携わる職員等を対象に、相談知識を身につけるための
研修会を開催
〇相談窓口開設事業

本市に設置している「女性相談室」で対応できない土曜日に相談窓口を開設し、
相談者の利便性の向上を図る。
〇相談支援つながり事業

相談窓口案内カードを同封した生理用品の配付をきっかけに、悩みを抱え潜
在化している女性を相談へと導き、支援することで問題の早期解決を図るととも
に、小中高等学校へも配置し、養護教諭等による支援に活用する。

・新規で開設した相談窓口の利用者がいなかったことから、効果的な周知方法
を検討する必要がある。

・今回の事業にはない、アウトリーチ型やＳＮＳによる相談、コロナ禍で休止と
なっている支援事業の場での支援など、事業内容を再検討する必要がある。

・生理用品配付により相談につなげることを目的としていたが、用品の配付が直
接相談に結び付くケースは少なく、いかにして悩みを抱えて潜在化している女性
を見つけ出すかが課題である。

〇女性相談担当者養成研修会開催事業

新型コロナウイルス感染症の感染防止の観点から定員を減らしての開催となり、
会場とオンラインで民生児童委員、教職員、市の相談員等36名が参加した。講義
は現場での実践的な内容が多く、参加者アンケートでの満足度は約86％であった。
〇相談窓口開設事業
周知チラシ、広報誌、ホームページ等で周知を行ったが、相談は0件であった。
〇相談支援つながり事業

直接相談に結び付いた件数は少なかったが、アンケートでは事業に対し満足とい
う声が多かった。相談窓口の周知カードにより、今後の相談に役立つ情報提供が
できた。

悩みや課題を抱えていても、専用窓口を訪れたり、電話をかけてくることがで
きない潜在化している女性へ、相談窓口の周知を行い相談支援に結びつける
体制を構築するもの。また、生理用品を購入することができない「生理の貧困」
に対する取組として、必要とする女性に生理用品を配付することで、一人でも多
くの女性を相談へと導き、課題の早期解決を図るもの。
【目標数値】
研修会参加者80名、研修参加者の満足度80％、
土曜日における相談件数16件、
今回の支援に対し、よかったと感じる人の割合70％

◆社会福祉法人小樽市社会福祉協議会
◆小樽公共職業安定所マザーズコーナー
◆長崎屋小樽店



◇小樽市地域女性つながりサポート事業◇

〇女性相談担当者養成研修会開催事業

女性への支援業務に携わる職員等を対象に、相談知識を身につけるための研修会を開催

開催日／令和３年１１月１９日（金）

場所／小樽市総合福祉センター研修室

参加者数／３６名（会場：２８名、オンライン８名）

〇相談窓口開設事業

現行の女性相談室で対応できない土曜日に、相談窓口を開設し、

相談者の利便性の向上を図る。

開設日時／令和３年１１月１３日～令和４年２月２６日までの土曜日

午前１０時～午後３時 （１月１日を除く。）

開設場所／小樽市中部地域包括支援センター

〇相談支援つながり事業

相談窓口案内カードを同封した生理用品の配付をきっかけに、悩みを抱え

潜在化している女性を相談へと導き、支援することで問題の早期解決を図る。

配付場所／福祉総合相談室・こども福祉課・こども家庭課・健康増進課・

生活安全課・男女共同参画課・塩谷ＳＣ・銭函ＳＣ・社会福祉協議会

配付方法／チラシ又はチラシ半券の持参及びスマートフォン等での

チラシ画面の提示により、声掛けをしながら生理用品を渡す。

（簡単なアンケートあり。）

その他／市内小・中・高等学校に生理用品を配付し、保健室に配置

配付期間／令和３年１１月１８日～令和４年２月２８日

事業の概要

【研修チラシ】

【窓口開設案内ポスター】

【配付場所サインボード】

【市民向け業驟周知チラシ】


